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a
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養
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9
Q
試
ミ
き
9
8
撃
き
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編

『
刑
事
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
達
』

竃
餌
昌
げ
①
凶
ヨ

（
一
〇
①
O
）

（
刑
事
学
叢
書
第
一
巻
）

　
1
　
比
較
的
最
近
に
な
つ
て
誕
生
し
、
近
時
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て

い
る
刑
事
学
は
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
先
駆
者
の
研
究
、
努
力
に
よ
つ
て
、
今
日

の
姿
を
み
る
こ
と
が
出
来
た
。
従
つ
て
、
現
代
刑
事
学
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と

を
心
掛
け
る
者
も
、
そ
の
輝
か
し
い
過
去
の
先
達
の
足
跡
を
た
ど
る
必
要
に
迫

ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
現
在
の
己
れ
を
知
り
、
将
来
の
方
向
を
見
定
め
る
時

を
も
つ
こ
と
が
、
と
も
す
れ
ぽ
見
失
い
が
ち
な
学
び
の
道
を
正
す
こ
と
に
も
な

る
か
ら
で
あ
り
、
努
力
を
無
駄
に
空
転
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
も
役
立
つ

か
ら
で
あ
る
。

　
我
々
が
過
去
に
目
を
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
学
説
の
分
脈
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
　
（
五
六
〇
）

心
を
致
す
と
ぎ
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
少
く
な
い
が
、
い
た
ず

ら
に
過
去
の
人
物
．
事
実
を
物
語
り
的
に
記
述
す
る
こ
と
を
ま
ず
、
厳
に
い
ま

し
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．
な
る
ほ
ど
、
研
究
の
第
一
歩
は
事
実
の

確
定
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
窮
極
の
目
的
は
、
単
な
る
事
実
の
記

述
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
の
意
味
づ
け
に
あ
る
。
歴
史
上
、
そ
の
人
物
、
事
物

が
如
何
な
る
存
在
の
意
味
を
有
し
て
い
た
か
．
そ
れ
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
つ

て
、
現
在
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
。
我
々
の
歴
史
を
モ
メ
ン
ト
と
す

る
研
究
は
、
常
に
分
析
的
か
つ
機
能
的
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
学
説
史
を
究
明
す
る
態
度
と
し
て
、
過
去
の
若
干
の
学
説
を
絶
対
化

す
る
こ
と
を
厳
に
い
ま
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
一
部
に
今
な

お
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
、
フ
ェ
リ
ー
等
の
研
究
の
跡
づ
け
の
み
に
追

わ
れ
た
り
、
リ
ヨ
ン
学
派
、
総
じ
て
、
実
証
学
派
の
み
を
無
上
の
存
在
と
し
、

そ
の
学
説
を
紹
介
、
批
判
す
る
こ
と
が
刑
事
学
で
あ
る
と
速
断
し
、
或
は
そ
れ

の
み
が
刑
事
学
の
主
流
で
あ
る
か
の
如
く
謬
断
す
る
態
度
は
、
我
々
の
と
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。

　
な
る
ほ
ど
．
そ
れ
等
の
多
く
の
先
学
が
．
刑
事
学
の
発
展
に
大
き
な
歴
史
的

方
向
づ
け
を
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
私
も
そ
の
功
績
を
認
め
る
こ
と
に
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
私
と
し
て
は
、
学
説
史
の
方
法
と
し
て
は
、
刑
事
学
の

進
展
に
寄
与
し
た
過
去
の
業
績
は
、
す
べ
て
等
し
く
我
々
の
考
慮
の
対
象
た
る

に
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
評
価
は
、
現
代
刑
事
学
と
い
う
視



点
か
ら
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
．
本
誌
の
読
者
で
あ
る

塾
生
諸
君
に
、
特
に
一
読
を
す
す
め
た
い
の
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る

刑
事
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
諸
群
像
で
あ
る
。
刑
事
学
は
、
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た

多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
つ
て
今
日
の
姿
を
み
た
。
そ
の
成
果
、
そ
の
歴
史
上

占
め
る
意
味
は
、
今
日
で
も
依
然
と
し
て
変
ら
ぬ
評
価
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
刑
事
学
は
若
い
学
生
に
喜
び
を
与
え
、
希
望
を
与
え
る
学
で
あ
り
、
未
だ
解

決
の
つ
か
な
い
諸
多
の
難
問
題
を
抱
え
た
若
い
学
問
で
あ
る
．
そ
れ
は
決
し

て
、
灰
色
の
学
問
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
語
る
こ
と
が
、
諸
君
に
憂
欝
な
気

持
を
起
さ
せ
る
も
の
で
も
な
い
。
本
書
を
披
い
て
、
刑
事
学
の
山
脈
に
分
け
入

る
者
は
、
そ
の
深
い
楽
し
さ
を
味
わ
う
に
違
い
な
い
。

　
殊
に
、
各
歴
史
上
の
人
物
に
対
し
て
、
そ
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
説

き
起
し
、
犯
罪
、
犯
罪
人
、
司
法
制
度
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
そ
の

幼
時
に
お
い
て
い
か
な
る
体
験
を
し
、
そ
れ
が
起
因
と
な
つ
て
そ
の
一
生
を
捧

げ
る
に
至
つ
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
刑
事
学
の
歴

史
は
、
特
に
、
刑
事
学
を
学
ば
ん
と
す
る
学
生
の
興
味
を
ひ
か
な
い
筈
が
な

い
。　
H
　
本
書
は
十
九
の
論
文
よ
り
な
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
刑
法
、
刑
事
学

及
び
警
察
科
学
雑
誌
（
き
仁
暮
亀
亀
〇
二
巨
葛
一
い
即
ぎ
9
ぎ
一
ぎ
一
£
網
曽
巳

勺
o
一
一
8
留
一
窪
8
）
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
一
九
六
〇
年
に
編
集
主

任
の
地
位
を
去
つ
た
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
教
授
ゴ
ウ
ル
ト
（
O
貰
ε
の

　
　
　
紹
介
と
批
評

委
嘱
に
よ
り
、
現
在
ロ
ソ
ド
ン
大
学
の
経
済
政
治
研
究
所
で
刑
事
学
の
講
師
を

し
て
い
る
ド
イ
ッ
系
の
刑
法
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
マ
ン
ハ
イ
ム
が
編
集
し
、
序
説

を
書
い
て
い
る
。

　
本
書
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
他
に
グ
β
i
バ
ー
（
甲
9
0
〈
霞
）
と
、
・
・
ラ
ー
（
鼻

冒
目
包
が
編
集
に
当
た
つ
て
い
る
刑
事
学
叢
書
の
第
一
巻
と
し
て
一
九
六
〇

年
に
出
版
せ
ら
れ
た
。

　
先
に
述
べ
た
「
刑
法
、
刑
事
学
及
び
警
察
科
学
雑
誌
」
は
、
誌
齢
半
世
紀
を

超
え
、
そ
の
間
殆
ん
ど
中
断
な
く
発
刊
せ
ら
れ
て
い
る
．

　
ア
メ
リ
カ
刑
事
学
界
に
お
い
て
重
要
な
歴
史
的
出
来
事
は
、
一
九
〇
九
年
六

月
に
、
シ
カ
ゴ
の
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
に
お
い
て
「
刑
法
、
刑
事
学
の
全

米
会
議
ー
Z
暮
陣
2
巴
O
o
尾
簿
雪
8
亀
〇
ニ
ヨ
ぎ
亀
■
魯
（
”
邑
9
ぎ
凶
－

ぎ
ざ
豊
1
」
が
開
催
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
こ
の
出
来
事
は

刑
事
学
の
歴
史
に
お
い
て
一
紀
元
を
画
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
折
に
ア
メ

リ
カ
刑
法
、
刑
事
学
協
会
が
創
立
さ
れ
、
そ
の
機
関
誌
と
し
て
、
右
の
雑
誌
の

前
身
「
刑
法
及
び
刑
事
学
雑
誌
」
の
創
刊
を
み
た
．
編
集
に
ゴ
ウ
ル
ト
が
当
つ

た
。

　
右
の
会
議
で
は
「
外
国
語
で
発
表
さ
れ
た
重
要
な
刑
事
学
関
係
の
文
献
を
英

語
で
発
刊
す
る
件
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
作
品
の
選
択
と
翻
訳
出
版
の
世
話
を
す

る
件
」
に
つ
き
議
さ
れ
、
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
委
員
の
中
に
は
、
パ
ウ

ン
ド
、
ウ
ィ
グ
モ
ア
ー
の
名
が
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
　
（
五
六
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
そ
し
て
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
七
年
迄
の
短
期
間
内
に
．
現
代
犯
罪
科
学
叢

書
（
竃
o
号
奪
9
ぎ
ぎ
亀
望
帥
普
8
ω
霞
諺
）
と
し
て
、
当
時
の
主
導
的
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
刑
事
学
者
の
主
要
な
著
作
九
点
が
出
版
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

田
ヨ
畳
。
畠
曾
ぎ
9
＝
導
・
毎
。
聲
Ω
糞
冨
b
§
耳
。
3
3
げ
幕
弓
9
鼠
9

寄
讐
。
邑
竃
色
一
妥
9
曾
”
〈
＞
喜
島
聲
喜
夷
u
即
島
琶
Φ
O
導
。
筐
9

≦
旨
①
目
》
切
8
0
Q
蔑
・
田
三
8
句
o
辱
一
の
作
品
が
そ
こ
で
紹
介
せ
ら
れ
た
。

　
右
の
中
、
ヒ
ロ
ス
と
サ
レ
イ
ユ
を
除
き
、
他
の
七
人
は
本
書
中
で
、
そ
の
生

活
歴
と
作
品
を
中
心
と
し
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
英
国
か
ら
瀬
暑
富
β
田
£
一
導
島
℃
竃
器
・

8
8
乞
9
困
P
犀
3
ざ
ざ
0
9
ぎ
寧
ス
ベ
イ
ン
の
冒
8
富
り
9
フ
ラ
ン
ス
の
U
雫

斎
ぎ
冒
》
イ
タ
リ
ア
の
穿
3
憂
が
紹
介
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
は
、

わ
ず
か
に
U
β
即
亀
の
名
が
あ
る
。

　
こ
の
事
実
は
、
ア
メ
リ
カ
刑
事
学
の
発
展
が
比
較
的
遅
か
つ
た
こ
と
を
示
す

一
方
、
論
文
執
筆
者
の
中
十
二
人
も
の
ア
メ
リ
カ
人
を
算
え
て
い
る
こ
と
は
、

本
書
が
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
集
め
た
と
い
う
事
実
を

加
味
し
た
と
し
て
も
、
現
代
ア
メ
リ
カ
刑
事
学
の
発
達
が
い
か
に
め
ざ
ま
し
い

も
の
で
あ
る
か
の
証
拠
と
言
え
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
、
刑
事
学
の
発
展
に
と
つ
て
重
要
な
研
究

者
、
思
想
家
の
生
涯
に
つ
き
、
殊
に
そ
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
i
、
時
代
相
、
教

養
形
成
過
程
、
社
会
的
及
び
学
間
的
な
影
響
に
ま
で
立
ち
入
つ
て
考
察
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
　
（
五
六
二
）

の
幼
時
期
．
成
年
期
で
の
体
験
、
知
見
と
学
説
の
形
成
と
の
相
関
関
係
を
み
て

い
る
研
究
の
方
法
は
、
単
な
る
読
み
物
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
学
説
史
研
究

に
と
つ
て
、
重
要
な
一
つ
の
試
論
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
刑
事
司
法
と
そ

れ
の
科
学
的
研
究
を
形
成
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
人
々
を
網
羅
し
た
本
書
に
よ

つ
て
、
前
人
未
踏
の
刑
事
学
の
歴
史
に
、
輝
か
し
い
基
礎
づ
け
が
な
さ
れ
た
。

　
殊
に
、
研
究
上
の
便
宜
か
ら
み
る
と
、
各
章
の
末
尾
に
、
取
り
扱
わ
れ
た
人

物
の
著
作
と
、
そ
の
人
物
に
関
す
る
資
料
を
掲
示
し
、
併
せ
て
、
そ
の
論
文
の

執
筆
者
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
好
ま
し
い
。

　
各
個
人
に
つ
い
て
の
論
文
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
は
本
書
に
ゆ
ず
り
、
批

評
せ
ら
れ
た
人
と
批
評
し
た
人
と
に
つ
き
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
つ

て
、
如
何
に
本
書
が
、
内
容
豊
か
で
あ
る
か
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
皿
　
と
り
あ
げ
ら
れ
た
十
七
人
は
生
年
の
順
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
並
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
ー
い
わ
ゆ
る
古
典
学
派
の
開
祖
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

犯
罪
と
刑
罰
に
関
す
る
書
は
専
制
的
な
当
時
の
社
会
に
対
す
る
弾
劾
の
書
と
し

て
、
広
く
読
ま
れ
た
。
（
筆
者
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
社
会
学
教
授
モ
ナ
ケ
シ
ー

1
竃
o
づ
舘
ざ
巴
1
）

　
ベ
ン
サ
ム
ー
イ
ギ
リ
ス
功
利
主
義
哲
学
の
創
始
者
。
そ
の
立
場
か
ら
従
来

の
法
秩
序
を
批
判
し
た
．
古
典
学
派
の
一
人
に
算
え
ら
れ
る
。
（
筆
者
は
オ
ク

ラ
ホ
マ
大
学
社
会
学
教
授
ゲ
イ
ス
ー
O
①
貯
i
）



　
マ
コ
ノ
キ
ー
i
イ
ギ
リ
ス
の
刑
務
所
制
度
改
革
者
。
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
長

と
し
て
、
累
進
制
、
特
に
点
数
制
を
採
用
し
て
、
行
刑
制
度
に
大
き
な
貢
献
を

し
た
。
後
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
刑
務
所
典
獄
。
（
筆
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
”
メ

ル
ボ
ル
ン
大
学
刑
事
学
部
長
並
び
に
ビ
ク
ト
リ
ア
最
高
裁
判
所
判
事
バ
リ
ー

ー
』
．
畠
昌
く
営
8
暮
評
り
蔓
ー
）

　
ハ
ピ
ラ
ン
ド
ー
イ
ギ
リ
ス
に
生
れ
、
ロ
シ
ア
訪
問
旅
行
の
後
ア
メ
リ
カ
に

わ
た
り
、
こ
こ
で
刑
務
所
施
設
改
良
に
つ
く
し
た
実
務
家
。
チ
ェ
リ
ー
・
ヒ
ル

の
刑
務
所
に
放
射
状
の
収
容
施
設
を
建
設
し
た
が
、
こ
の
様
式
は
後
に
各
国
に

採
用
さ
れ
る
に
至
つ
た
．
彼
が
刑
務
所
と
し
て
の
機
能
に
充
分
な
考
慮
を
配

り
、
光
、
温
度
、
換
気
等
の
点
で
、
収
容
者
に
社
会
復
帰
へ
の
機
会
を
与
え
る

べ
く
改
良
し
、
完
成
せ
し
め
た
モ
デ
ル
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と
よ

ぽ
れ
て
い
る
。
（
筆
者
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
社
会
学
科
の
ス
タ
ッ
フ
で
、

現
に
刑
務
所
制
度
を
研
究
し
、
そ
の
建
築
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ジ
ョ
ン
ス
ト

ン
ー
『
O
げ
β
9
0
ロ
ー
）

　
レ
イ
ー
ア
メ
リ
カ
の
精
神
病
医
で
、
医
学
と
法
律
と
の
関
係
に
多
大
の
貢

献
を
し
た
．
刑
事
責
任
に
つ
き
、
精
神
異
状
に
基
づ
く
無
罪
の
主
張
の
根
拠
と

し
て
、
乞
o
≦
国
魯
目
冨
ぎ
話
国
巳
。
を
主
唱
し
た
。
（
筆
者
は
前
ボ
ス
ト
ン
大
学

精
神
病
学
教
授
、
ア
メ
リ
カ
精
神
病
学
会
長
の
任
に
も
つ
い
た
オ
ー
バ
ー
ホ
ル

ザ
i
I
O
〈
零
ツ
o
一
器
増
1
）

　
ド
ウ
ー
精
神
障
害
、
疾
患
が
刑
事
責
任
を
免
除
せ
し
め
る
と
い
う
判
例

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

を
、
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
て
う
ち
出
し
た
の
が
ド
ウ
判
事
で
あ
つ
た
。
　
ニ
ュ

ー
・
ハ
ン
プ
シ
ヤ
ー
最
高
裁
の
判
事
で
あ
つ
た
彼
は
、
前
述
の
レ
イ
の
精
神
医

学
的
な
結
論
を
判
決
の
中
に
は
つ
き
り
と
と
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
（
筆

者
は
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ヤ
ー
最
高
裁
判
事
の
ケ
ニ
ソ
ン
i
国
①
三
・
8
1
）

　
モ
！
ズ
レ
イ
ー
イ
ギ
リ
ス
の
精
神
病
学
者
で
、
医
学
の
立
場
か
ら
刑
事
責

任
を
研
究
し
た
．
そ
の
専
門
分
野
で
の
成
果
を
司
法
制
度
に
如
何
に
と
り
入
れ

る
か
に
つ
い
て
、
多
大
の
貢
献
を
し
た
。
　
（
筆
者
は
・
ン
ド
ン
の
モ
ー
ズ
レ
イ

病
院
の
精
神
病
医
で
、
ロ
ン
ド
ン
少
年
犯
罪
研
究
・
処
遇
研
究
所
委
員
の
ス
コ

ッ
ト
ー
留
o
詳
1
）

　
ロ
ン
ブ
・
ー
ゾ
ー
近
代
刑
事
学
の
創
始
者
と
さ
れ
て
い
る
ト
リ
ノ
大
学
の

法
医
学
者
．
（
筆
者
は
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
社
会
学
助
教
授
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
ー
≦
O
罵
⑳
費
⇒
o
q
！
）

　
タ
ル
ド
ー
フ
ラ
ソ
ス
の
社
会
学
者
で
、
犯
罪
原
因
と
し
て
の
社
会
的
要
因

を
強
調
し
、
有
名
な
「
犯
罪
模
倣
の
法
則
」
を
主
張
し
た
．
比
較
犯
罪
論
及
び

刑
罰
哲
学
の
二
著
で
有
名
．
（
筆
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
窪
5
0
＆
£
o
の

社
会
学
教
授
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ン
ー
≦
旨
8
＜
ぎ
①
ー
）

　
グ
ロ
ー
ス
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
生
ん
だ
刑
事
採
証
学
　
（
囚
二
三
轟
一
蓉
幹
）

の
権
威
．
グ
ラ
ー
ッ
大
学
に
刑
事
科
学
研
究
所
を
創
設
し
、
刑
事
学
雑
誌
を
久

し
く
主
宰
し
て
い
た
。
（
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
刑
法
、
刑
事
学
教
授
グ
ラ

ス
ベ
ル
ガ
ー
1
Ω
裡
9
器
び
o
り
の
Φ
り
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
五
六
三
）



　
　
　
紹
介
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批
評

　
ガ
p
フ
ァ
ロ
ー
生
来
犯
人
を
主
張
し
た
こ
と
で
有
名
。
フ
ェ
リ
：
と
と
も

に
、
・
ソ
ブ
ロ
ー
ゾ
学
説
を
修
正
し
て
、
い
わ
ゆ
る
実
証
学
派
を
形
成
し
た
。

（
筆
者
は
ハ
ー
パ
ー
ト
大
学
法
学
部
教
授
ア
レ
ソ
ー
≧
一
象
1
）

　
フ
ェ
リ
ー
i
ガ
胃
フ
ァ
ロ
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
刑
事
実
証
学
派
を
創
始
し

た
．
犯
罪
社
会
学
に
大
き
な
寄
与
を
し
た
が
、
一
九
一
二
年
の
フ
ェ
リ
i
草
案

と
称
せ
ら
れ
て
い
る
刑
法
改
正
案
に
推
進
力
と
し
て
活
躍
し
た
．
（
筆
者
ペ
ソ

シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
社
会
学
教
授
セ
リ
ン
ー
詔
一
一
ぎ
ー
）

　
デ
ュ
ル
ケ
イ
ム
ー
コ
ン
ト
に
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
に
貢
献
し
た
人
。

そ
の
社
会
学
の
理
論
を
刑
罰
理
論
、
自
殺
論
に
つ
き
応
用
し
た
。
（
筆
者
は
ア

イ
オ
ワ
州
立
大
学
ラ
ン
デ
ン
ー
ピ
仁
区
曾
1
）

　
モ
ン
テ
ロ
ー
ス
ペ
イ
ン
の
刑
法
、
刑
事
学
に
多
大
の
寄
与
を
な
し
た
理
想

主
義
的
な
理
論
家
。
イ
タ
リ
ア
実
証
学
派
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
セ

ネ
カ
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
の
出
来
る
「
改
善
主
義
」
の
刑
罰
思
想
を
受

け
つ
い
だ
人
で
あ
る
。
彼
の
立
論
の
根
本
に
は
、
刑
罰
に
よ
る
制
裁
は
専
ら
防

衛
的
な
性
質
を
有
す
る
と
い
う
主
張
が
横
た
わ
つ
て
い
る
。
（
筆
者
は
国
連
の

社
会
防
衛
部
長
ー
ス
ペ
イ
ン
語
系
の
南
米
諸
大
学
で
教
授
の
職
を
歴
任
し
た

こ
と
も
あ
る
ー
ロ
ペ
ス
・
レ
イ
ー
い
8
①
国
肉
亀
1
）

　
ア
シ
ア
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
ー
ド
イ
ッ
の
精
神
病
理
学
者
で
、
「
犯
罪
と
刑
事

政
策
」
の
著
書
、
及
び
、
ア
シ
ア
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
犯
罪
心
理
学
雑
誌
の
創
刊
者

と
し
て
有
名
で
あ
る
。
　
（
筆
者
は
そ
の
高
弟
で
あ
つ
て
、
戦
時
中
ナ
チ
に
追
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
五
六
四
）

れ
て
イ
エ
ー
ル
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
等
で
活
躍
し
、
現
在
バ
イ
エ
ル

ン
の
テ
ル
ツ
で
健
筆
を
ふ
る
つ
て
い
る
v
・
ヘ
ン
テ
ィ
ッ
ヒ
ー
国
Φ
暮
蒔
ー
）

　
ゴ
ー
リ
ソ
グ
ー
イ
ギ
リ
ス
の
犯
罪
学
者
。
統
計
的
方
法
を
用
い
て
、
ロ
ソ

ブ
ロ
ー
ゾ
の
犯
罪
人
類
学
に
よ
る
仮
説
を
批
判
し
た
こ
と
で
有
名
。
（
筆
者
は

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
大
学
社
会
学
教
授
ド
ラ
イ
バ
1
l
U
ユ
〈
霞
ー
）

　
ボ
ン
ガ
：
ー
オ
ラ
ン
ダ
の
犯
罪
学
者
．
素
質
を
中
心
と
し
て
考
え
る
立
場

が
、
経
済
的
要
因
を
余
り
に
も
軽
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
犯
罪
の
社

会
経
済
的
原
因
を
強
調
し
、
「
犯
罪
と
経
済
状
況
」
な
る
著
書
を
書
い
た
。
（
筆

者
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
刑
法
、
刑
事
学
の
教
授
ベ
ン
メ
レ
ン
ー
瀬
ヨ
ヨ
。
一
雪
1
）

　
N
　
こ
の
よ
う
な
多
方
面
に
わ
た
る
先
駆
者
達
が
、
こ
れ
又
、
多
彩
な
執
筆

陣
に
よ
つ
て
、
紹
介
批
判
さ
れ
て
い
る
本
書
に
は
、
そ
の
序
曲
と
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
、
非
常
に
適
切
な
作
品
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
マ
ン
ハ
イ
ム
の
序
説
は
、
い
か
に
も
こ
の
人
ら
し
く
、
周
到
に
用
意
さ
れ
、

重
厚
な
筆
致
を
も
つ
て
書
か
れ
て
い
る
。
豊
か
な
文
献
を
駆
使
し
慎
重
な
熟
慮

で
も
つ
て
貫
か
れ
て
い
る
序
文
は
、
刑
事
学
の
歴
史
に
お
け
る
パ
イ
オ
ニ
ア
の

位
置
、
重
要
な
の
は
人
な
の
か
、
そ
れ
と
も
運
動
（
冨
曾
9
目
o
ぎ
目
Φ
暮
亀
）

な
の
か
を
概
観
し
て
か
ら
、
社
会
科
学
に
お
け
る
実
証
主
義
の
意
味
を
論
じ
、

国
際
刑
事
学
と
い
う
視
角
か
ら
実
証
学
派
の
位
置
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
実

証
学
派
と
い
つ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
差
異
の
お
る
こ
の
集
団
の
個
々
に
つ
き
分
析

し
、
本
書
に
あ
げ
ら
れ
た
諸
群
像
を
こ
の
視
点
か
ら
眺
め
、
い
わ
ゆ
る
実
証
主



義
を
批
判
し
た
後
に
、
第
三
学
派
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

　
こ
の
誘
導
の
役
割
を
演
ず
る
序
文
に
は
、
非
常
に
多
く
の
注
目
す
べ
き
発
言

が
あ
る
。
実
証
主
義
は
刑
事
学
に
固
有
な
も
の
で
も
、
又
一
般
に
実
証
主
義
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
も
、
と
も
か
く
実
証
主
義
的
思
考
と
し
て
多
く
の
特

徴
を
有
す
る
が
、
L
か
し
、
そ
の
中
の
個
々
の
も
の
を
と
り
出
し
て
み
る
と
、

い
わ
ゆ
る
古
典
派
と
よ
ば
れ
る
も
の
の
業
績
の
中
に
も
同
じ
も
の
が
見
出
さ
れ

る
し
、
い
わ
ゆ
る
実
証
主
義
者
も
．
例
え
ぽ
意
思
の
自
由
の
問
題
に
つ
い
て
、

古
典
派
の
見
解
と
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
点
（
二
三
頁
以
下
）
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
マ
イ
ハ
イ
ム
が
特
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
犯
罪
的
態
度
の
社
会
的
意
義
を

研
究
す
べ
し
と
す
る
点
と
併
せ
て
、
実
証
学
派
の
批
判
に
よ
つ
て
従
来
の
学
説

に
与
え
ら
れ
た
動
揺
、
単
な
る
形
而
上
学
的
な
犯
罪
概
念
の
整
理
で
は
な
く

て
、
刑
法
及
び
型
畢
学
の
思
索
の
根
本
を
近
代
的
に
改
革
す
る
た
め
に
ま
ず
、

個
々
の
犯
罪
者
の
研
究
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
の
反
省
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
マ
ン
ハ
イ
ム
は
単
な
る
個
人
の
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
だ
け

で
能
事
終
れ
り
と
す
る
態
度
を
肯
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
責
任
概
念
及
び
そ

の
要
件
を
更
に
研
究
し
、
実
証
主
義
に
固
有
な
責
任
、
即
ち
、
社
会
的
に
危
険

な
も
の
の
重
大
な
る
責
任
を
如
何
に
扱
う
べ
き
か
の
問
題
に
到
る
べ
き
こ
と
を

説
い
て
い
る
。
そ
の
結
論
に
お
い
て
、
将
来
の
、
刑
事
学
の
課
題
は
、
古
典
学

派
に
も
実
証
学
派
に
も
属
さ
な
い
第
三
の
解
決
の
方
向
、
即
ち
、
マ
ル
ク
・
ア

　
　
　
　
紹
介
と
批
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ソ
セ
ル
や
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
グ
ラ
マ
テ
ィ
カ
等
の
提
唱
す
る
新
社
会
防
衛
論
の
方

向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ジ
ェ
フ
ェ
リ
：
（
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
社
会
学
教
授
）
の
手
に
な
る
終
章
は
．

刑
事
学
の
歴
史
的
発
展
と
題
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
ら
れ
た
十
七
人
の
群
像

を
中
心
と
し
た
刑
事
学
の
歴
史
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
間
題
を
古
典
学
派
と
実
証
学
派
の
主
張
の
対
立
と
い
う

形
で
指
摘
し
て
い
る
．
犯
罪
の
定
義
、
刑
事
学
は
科
学
な
り
や
、
犯
罪
人
、
自

由
意
思
対
決
定
論
、
刑
罰
の
目
的
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
内
容
豊
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、
特
に
筆
者
ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
が
強
調
し
て

い
る
の
は
、
従
来
、
と
も
す
れ
ぽ
個
々
の
犯
罪
人
及
び
犯
罪
に
至
る
個
々
の
心

理
的
動
機
を
専
ら
科
学
的
に
　
（
科
学
の
名
に
お
い
て
）
研
究
す
る
と
い
う
点
に

特
徴
を
も
つ
た
実
証
主
義
の
優
位
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
刑
事
学
の
主
流
を
な

す
犯
罪
社
会
学
の
立
場
か
ら
、
反
対
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼

は
、
犯
罪
の
社
会
的
意
義
を
強
調
し
、
個
人
を
国
家
の
侵
害
か
ら
保
護
す
る
こ

と
を
第
一
の
使
命
と
考
え
た
古
典
学
派
の
機
能
を
重
視
し
、
個
人
を
研
究
の
手

段
と
化
し
て
し
ま
う
行
き
す
ぎ
た
科
学
的
刑
事
学
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
系
の
刑
事
学
が
．
刑
事
学
の
対
象
を
犯
罪
か
犯
罪
人
か
と
い
う
原
則

論
で
争
つ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
刑
事
学
が
犯
罪
行
動
（
9
芽
ぼ
巴

切
①
富
三
零
）
と
い
う
モ
メ
ン
ト
で
両
者
を
折
衷
し
た
。
そ
こ
に
は
、
行
動
の
場

と
し
て
の
社
会
に
対
す
る
研
究
が
当
然
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
刑
事
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
（
五
六
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
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が
、
こ
の
意
味
で
も
多
く
の
理
論
的
恩
恵
を
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
負
う
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
私
共
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
ア
メ
リ
カ
刑
事
学
の

将
来
に
多
大
の
関
心
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
故
な
ら
、
大
金
持
の
イ
ギ
リ

ス
的
貴
族
の
真
似
を
し
た
が
る
階
層
か
ら
、
プ
エ
ル
・
ト
リ
カ
ン
、
ニ
グ
ロ
に

至
る
下
層
階
層
ま
で
の
、
極
め
て
多
様
な
社
会
的
格
差
を
は
ら
み
．
宗
教
的
に

も
多
様
な
ア
メ
リ
カ
の
過
去
及
び
現
在
の
社
会
が
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
を
範
型

と
す
る
よ
り
は
、
よ
り
身
近
に
我
が
国
の
社
会
構
造
に
似
た
も
の
を
示
し
て
い

る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
．

　
刑
事
学
の
研
究
方
法
に
は
、
実
に
多
様
な
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方

が
あ
る
こ
と
を
本
書
は
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
静
的
な
社
会
に
妥
当
す

る
論
理
は
、
決
し
て
動
的
な
社
会
に
は
妥
当
し
な
い
こ
と
を
我
々
は
知
つ
て
い

る
。　

パ
イ
オ
ニ
ア
達
の
努
力
を
、
他
山
の
石
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
V
　
最
後
に
、
本
書
に
つ
い
て
の
評
価
を
し
よ
う
。
本
書
は
、
刑
事
学
を
歴

史
的
に
深
く
究
明
し
た
と
い
う
点
で
、
ま
さ
に
こ
の
分
野
で
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
長
所
、
短
所
を
併
有
し
て
い
る
。

　
欠
点
と
い
え
ば
、
本
書
は
計
画
的
に
書
か
れ
な
か
つ
た
論
文
の
集
大
成
で
あ

る
故
に
．
長
短
よ
ろ
し
き
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
項
な
ど
、

余
り
に
も
長
い
の
に
反
し
て
、
タ
ル
ド
、
ア
シ
ァ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
、
ゴ
ー
リ
ン

グ
な
ど
短
か
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
、
当
然
扱
わ
れ
て
も
よ
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
（
五
六
六
）

思
わ
れ
る
も
の
、
サ
レ
イ
ユ
、
ケ
ト
レ
ー
、
ラ
カ
ッ
サ
ー
ニ
ュ
、
　
v
・
リ
ス

ト
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
等
の
名
が
見
え
な
い
。
も
つ
と
も
、
マ
γ
ハ
イ
ム
も

言
う
よ
う
に
、
第
二
、
第
三
の
続
巻
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
今
後
に
ま
つ
も
の
が
多
い
．

　
寄
稿
者
が
ア
メ
リ
カ
に
か
た
よ
る
こ
と
な
く
、
北
欧
の
先
駆
者
等
も
是
非
知

り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
の
本
書
の
長
所
は
、
過
去
を
知
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
現
在

の
地
固
め
を
す
る
こ
と
に
寄
与
し
、
同
時
に
序
説
と
終
章
に
よ
つ
て
、
単
な
る

歴
史
的
教
訓
話
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
現
代
刑
事
学
の
争
点
へ
と
誘

導
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
現
代
刑
事
学
へ
の
入
門
書
と
い
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
終
り
に
、
刑
事
学
叢
書
は
そ
の
後
順
調
に
発
刊
せ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
諸
労

作
が
相
次
い
で
公
刊
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
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